
多文化共生先進取組事例 「体験塾」in浜松 開催概要 

 

１．開催日時：令和４年６月 7日（火）～8日（水） 

       （１日目：お昼に集合～２日目：夕方に解散） 

        

２．場所：浜松市近辺 

 

３．テーマ：働く外国人から選ばれるまちづくり 

 

４．目的： 

 働く外国人の現状（在留資格別にどのような現場で働いているか）や雇い主側の工夫等を実際に

現場で見ることで学び、自身の自治体での取り組みに活かす。  

 

５．主催者：一般財団法人自治体国際化協会 多文化共生部 

 

６．参加予定数：２０名程度 

        （自治体・地域国際化協会・市区町村国際交流協会の職員を想定） 

        ※研修費は無料だが、交通費・宿泊費は各自手配・負担。 

 

７．総括ファシリテーター： 地域国際化推進アドバイザー/ グローバル人材サポート浜松 代表理事  

                 堀 永乃 様 

 

８．新型コロナウイルス感染症への対応（仮） 

・感染状況を注視しつつ、ファシリテーター・視察先との協議の上、実施の可否を判断。 

・参加者へは PCR検査を義務付ける 

・開催する場合は、乗車人数を定員の２分の１以下とし、かつ、座席の間隔を空けること 

とする。 

 

９・その他 

・実施前後に、参加者に「地域の現状について」課題を提出いただく予定。 

 

 

 

 

 

 



１０．スケジュール 

第 1日： 6月 7日（火） 

13:00 集合 

場所： アクトシティ浜松 研修交流センター 401会議室 

≪挨拶・趣旨説明≫ 

13:10～15:40 

（150分） 

① オリエンテーション・講義 地域国際化推進アドバイザー 堀永乃氏 

・参加者の自己紹介（30分） 

・講義（60分） 

・視察のポイント（30分） 

②  浜松市 概要説明 （自治体国際化協会 主事 山村果穂） 

   ・外国人労働者への支援や現状を中心に取り組み説明（15分） 

≪移動（貸切バス）≫ 

16:20～17:20 

（60分） 
③ 特別養護老人ホーム 燦光 主な在留資格：特定技能、技能実習生  

  特定技能、技能実習生や EPA 候補者が勤務する介護施設。様々な

資格の方がのびのびと働いている。 

≪移動（貸切バス）≫ 

19:00～21:00 情報交換会（任意） 

会場：宿下吉庵（浜松市中区板屋町 111-2 アクトタワー5F） 

第 2日 ：6月 8日（水） 

9:00 アクトシティ南側のバス乗り場集合 

≪移動（貸切バス）≫ 

9:30～10:30 

（60分） 
①  静岡ダイハツ  主な在留資格：技術・人文・国際業務 

 外国人社員を多く抱える製造業の会社。使用言語や働き方を工夫し、

外国人から選ばれる職場環境を整えている。 

≪移動（貸切バス）≫ 

10:50～11:50 

（60分） 
② ソミックマネージメントホールディングス 主な在留資格：技能実習

生、定住者  

 技能実習生、定住者、高度人材など様々な在留資格の外国人が多く働

く現場。「外国人活躍応援事業所」として認定を受けている。 

≪移動・昼食≫ 

13:30～15:15 

（90分＋15分） 

 

③ ワークショップ 地域国際化推進アドバイザー 堀永乃氏 

+質疑応答 

 

場所：アクトシティ浜松 コングレスセンター 22＋23会議室 

≪移動（遠州鉄道・徒歩）≫ 

15:30～16:00 

（30分） 

④ グローバルストリート散策後浜松駅周辺にて解散 

 


